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群馬大学大学院医学系研究科放射線診断核医学 対 馬 義 人
画像診断学が扱う範囲は非常に広い. その進歩は急速
で,専門性も高まる一方である.最近の進歩について紹
介する.
CRと Tomosynthesis:従来の単純写真は,ほぼ全てが
デジタル化されており, 最早フィルムは存在しない.
Tomosynthesisはかつての断層撮影のデジタル版である.
一回の撮影で数十断面の画像を一度に撮影することが可
能で, CTと比較して金属アーチファクトに強い等の特
徴がある.
CT:データ収集が三次元となり,あらゆる断面の画像
を得ることができる.撮影時間も短縮され,全身の撮影
でも最速 10秒程度で可能である.被曝量も劇的に低下
している.
MRI:従来静磁場強度 1.5Tが標準的であったが, 3T
の装置が一般化しつつあり,特に中枢神経領域の画質向
上に寄与している.形態情報のみならず,種々の血流,生
理,機能情報が得られる様になっている.
US:従来の B-mode画像に加えて,組織の硬さを画像
化する elastographyや,その定量化技法であるARFI,さ
らに 4D imagingが一般化しつつある.微小気泡による
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